
 

研究室名 

16-4-1 地球惑星気象学研究室 

最近の研究課題とその取り組みの概要 

 地球惑星気象学研究室では、様々な大気の構造の研究を、データ解析・観測・数値計算など

を用いて行っている。 

1) 気象学データ解析 

高低気圧や前線などのなじみのある天気現象を、最新の衛星画像や長期の統計データを用い

ることによって、新しい視点から見直してみるようなアプローチが代表的なテーマである。大

雨などの災害に関する現象、全球規模気候変動など気象・気候学に関する幅広いテーマを研究

している。 

2) 惑星の観測と解析 

惑星大気の観測・解析を行う。惑星の大気は、地球大気と共通点もあるが違うところも多

く、まだまだ未知の現象が存在する。それらの解明のため、観測画像の解析より大気の雲構造

などについて調べる。木星の雲層構造の可視・近赤外・電波による解析や、金星の雲模様の検

出などを行ってきた。また木星大気の鉛直構造について理論計算を行い、電波観測との比較よ

り鉛直構造について研究している。 
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研究室の構成員 

西 憲敬（教授）・博士(理学) 

竹内 覚（助教）・博士(理学) 

2023 年度の大学院生および卒論生の人数と研究テーマ 

4年次生：5名 

低気圧付近の上層雲の分布 

木星大気の平衡雲凝結モデル(ECCM)における雲密度 

寒冷前線付近の温度勾配 

低気圧発生と温度勾配の関係 

鉛直熱対流におけるセルのサイズとヌッセルト数の関係 

大学院生: 1名 

熱帯収束帯でみられる巻雲の大規模発生 

教員の担当科目 

西 憲敬：（学部）物理学Ⅰ、数理情報、地球流体力学、地球物理学実験Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ、卒業論

文、物理科学入門、自然地理学、物理学実験、地球圏科学序論 

 （大学院）地球流体力学特論Ⅰ、地球流体力学実験、修士論文 

竹内 覚：（学部）地球物理学実験Ⅰ、地球物理学実験Ⅳ、物理学実験 

教員の所属学会 

西  憲敬：日本気象学会、American Meteorological Society, American Geophysical Union, Royal 

Meteorological Society 

竹内 覚：日本気象学会、日本惑星科学会、日本天文学会 

最近５年間の学術論文 

該当なし 

最近５年間の学術著書 

該当なし 

最近５年間の学術国際会議での発表 

Nishi, N., A. Hamada, H. Hirose, 2020: Cirrus cloud-top height estimation using geostationary satellite split-

Window measurements trained with CALIPSO and CloudSat data. American Meteorological Society 

(AMS) Annual Meeting 2020 (Boston, USA, 15Jan2020). 

Satoh, R., N. Nishi, H. Mukougawa, 2020: Intraseasonal variability of cloud cover in mid-latitude middle 

latitudes during boreal winter. American Meteorological Society (AMS) Annual Meeting 2020 (Boston, 

USA, 14Jan2020). 

Satoh, R., N. Nishi, H. Mukougawa, 2021: Intraseasonal variability of cloud cover in midlatitudes during 

boreal winter. European Geoscience Union (EGU) General Assembly 2021 (Online, 30Apr2021). 



 

最近５年間の代表者としての学外資金導入実績 

科学研究費(基盤研究(C)) 2019年度～2021 年度 

研究課題: 熱帯域における大規模雲域の形態遷移過程の解明 

研究予算: 3400千円 

研究代表者: 西 憲敬 

最近５年間の代表者としての学内資金導入実績 

該当なし 

最近５年間の学会等学術団体における役職など 

竹内 覚：宇宙理学委員会 班員 

最近５年間の一般向け論文と著書、行政報告書など 

竹内 覚：「数値シミュレーション」、地球物理学実験 I・II テキスト 第３章 

最近５年間の一般（非学術）集会での発表論文 

該当なし 

最近５年間の学術団体以外の団体での啓蒙活動や社会貢献活動とその役職など 

 

 


